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▲人権尊重のまちづくりを

田中  久子

河野  照代

問　

学
校
給
食
費
は
自
治
体

の
教
育
委
員
会
で
管
理
す
る

「
公
会
計
」
と
校
長
名
の
口
座

で
管
理
す
る
「
私
会
計
」
に

分
か
れ
て
い
る
。
私
会
計
で

は
給
食
費
の
徴
収
管
理
が
教

職
員
の
負
担
に
な
り
、
教
職

員
の
働
き
す
ぎ
も
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
公
会
計
に
す
る
べ

き
で
は
。

答　

将
来
的
に
は
導
入
を
考

え
て
お
り
、
先
進
地
を
参
考

に
検
討
を
し
て
い
る
。

問　

公
会
計
の
た
め
の
調
査
、

研
究
を
す
る
中
で
、
大
き
な

問
題
点
は
何
か
。

答　

滞
納
分
に
つ
い
て
、
私

一

般

質

問

日本共産党

新政会

学校給食事業を公会計に

人権を守る条例制定を

先進地を参考に検討中

考えていない

武田理事

横田教育長

▲未来に責任ある財政運営を

宮宅　良

小原  健一

問　

近
年
の
財
政
的
課
題
は
、

教
育
施
設
の
大
規
模
改
造
に

か
か
る
費
用
を
捻
出
す
る
た

め
、
新
た
な
起
債
を
行
っ
て

い
る
。
町
債
残
高
と
公
債
費

の
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

平
成
35
・
36
年
度
に
ピ

ー
ク
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

一
般
会
計
の
町
債
残
高
は
約

118
億
円
、
公
債
費
は
約
11
億

２
６
０
０
万
円
程
度
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

問　

地
方
財
政
計
画
で
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
推

進
し
て
い
る
。
地
方
財
政
措

置
を
鑑
み
る
と
、
効
率
的
な

起
債
に
よ
る
財
政
計
画
が
、

一

般

質

問

無所属

無所属

町債残高の見通しは

大型モニターで広告を

118億円となる見込み

活用について研究する

浅原理事

町　長

町 方向わが の は

答　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、「
い
き
い
き
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
や
映
画
会
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。

問　

教
育
の
重
要
性
と
し
て
、

教
職
員
・
家
庭
・
生
徒
が
共

に
研
修
し
、
部
落
差
別
の
偏

見
や
間
違
っ
た
歴
史
を
正
し
、

伝
承
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

答　

社
会
科
（
公
民
）
の
授

業
で
扱
っ
て
い
る
。
た
だ
、

若
い
教
師
は
部
落
差
別
の
知

識
が
浅
く
、
研
修
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問　

町
職
員
も
部
落
問
題
を

正
し
く
研
修
す
る
べ
き
で
は
。

答　

推
進
委
員
会
を
設
け
、

人
権
学
習
会
を
開
催
し
て
い

る
。

問　

部
落
差
別
の
根
絶
に
向

け
て
、
町
と
し
て
「
部
落
差

別
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」を
制
定
す
る
べ
き
で
は
。

答　
「
播
磨
町
人
権
教
育
基

本
方
針
」
を
基
に
体
系
的
に

進
め
て
い
る
が
、
条
例
制
定

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
人
材
育
成
基
本
方
針
に
つ

い
て

カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は

今
後
は
意
識
の

共
有
を
図
る

尾
崎
理
事

問　

県
で
は
、
平
成
30
年
２

月
に
障
害
者
等
に
よ
る
意
思

疎
通
の
手
段
の
確
保
に
関
す

る
条
例
（
愛
称
：
ひ
ょ
う
ご

ス
マ
イ
ル
条
例
）
を
制
定
し

て
い
る
。
色
覚
に
障
が
い
の

あ
る
方
も
含
め
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
に
色
に
よ
る
情

報
が
伝
わ
る
よ
う
、
色
使
い

に
配
慮
し
た
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

は
、
行
政
運
営
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
。

答　

行
政
が
様
々
な
情
報
を

伝
達
す
る
場
合
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
に
情
報
が
的
確

に
伝
わ
る
よ
う
に
配
慮
す
る

こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
あ

る
。
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
配
慮
に
つ
い
て
は
、
町
発

行
の
印
刷
物
や
案
内
板
な
ど

十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
が

あ
る
。
今
後
、
庁
内
で
カ
ラ

ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
意
識
を
共
有
し
、
誰
も
が

わ
か
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を

使
う
よ
う
努
め
た
い
。

会
計
か
ら
公
会
計
に
引
き
継

ぐ
手
法
に
つ
い
て
の
問
題
点

が
あ
る
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
対
策
を

総
合
相
談
窓
口
と

連
携

町
長

問　

ひ
き
こ
も
り
の
長
期
化

は
、
本
人
の
高
齢
化
と
同
時

に
、
支
え
て
き
た
家
族
の
高

齢
化
に
よ
る
健
康
問
題
や
経

済
的
困
窮
な
ど
、
深
刻
な
事

態
で
あ
る
。
住
民
か
ら
の
相

談
の
有
無
は
。

答　

相
談
の
申
し
出
は
あ
る

が
、
件
数
は
多
く
な
い
。

問　

町
内
で
の
ひ
き
こ
も
り

者
の
存
在
は
、
把
握
し
て
い

る
の
か
。

答　

何
ら
か
の
問
題
が
起
こ

ら
な
い
限
り
発
見
は
難
し
く
、

把
握
で
き
て
い
な
い
。

問　

専
門
相
談
員
の
配
置
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

福
祉
会
館
の
総
合
相
談

窓
口
に
相
談
支
援
の
専
門
員

を
配
置
し
て
お
り
、
保
健
師

な
ど
と
連
携
し
、
支
援
を
行

い
た
い
。

問　

人
権
問
題
に
は
人
種
・

障
が
い
者
・
部
落
問
題
な
ど

様
々
な
も
の
が
あ
り
、
人
権

侵
害
は
数
多
く
発
生
し
て
い

る
。
現
在
、
国
で
は
障
が
い

者
差
別
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

対
策
法
、
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
て
お
り
、
県
は
こ
の

法
律
と
理
念
の
内
容
を
県
下

に
周
知
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
す
る
自
治
体

が
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

部
落
差
別
解
消
に
本
町
は

ど
の
様
な
対
策
・
教
育
・
啓

発
を
し
て
い
る
の
か
。

▲みんなで楽しく学校給食を

▲大型のモニターでPR活動支援を

問　

土
山
駅
前
の
き
っ
ず
な

ホ
ー
ル
で
は
、
大
型
モ
ニ
タ

ー
で
町
の
Ｐ
Ｒ
映
像
や
町
の

偉
人
の
物
語
な
ど
を
常
時
放

映
し
て
い
る
。
不
特
定
多
数

の
人
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
機
会
で

あ
り
、
町
内
企
業
の
宣
伝
や

各
種
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

に
活
用
で
き
な
い
か
。

答　

広
告
宣
伝
に
つ
い
て
は
、

播
磨
町
行
政
改
革
実
施
計
画

の
中
で
広
告
事
業
の
拡
大
を

掲
げ
て
い
る
。
自
主
財
源
の

確
保
策
と
し
て
有
効
で
あ
り
、

ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
や
住
民
活
動
の

紹
介
と
い
う
点
で
も
有
効
な

ツ
ー
ル
と
考
え
る
。
大
型
モ

ニ
タ
ー
の
さ
ら
な
る
活
用
を

研
究
す
る
。

重
要
に
な
る
の
で
は
。

答　

積
極
的
な
償
還
方
法
を

採
用
し
つ
つ
も
、
従
来
か
ら

地
方
交
付
税
措
置
の
あ
る
借

り
入
れ
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
も
引
き
続
き
、
効
率
的
な

起
債
に
よ
る
、
財
政
計
画
の

執
行
に
努
め
る
。

私
道
を
町
道
編
入
す
る
柔
軟

な
対
応
（
適
合
基
準
）
を

見
直
し
は
考
え
て
い

な
い

喜
多
理
事

問　

公
共
性
の
あ
る
私
道
を

町
道
と
し
て
編
入
す
る
た
め
、

柔
軟
に
対
応
す
べ
き
で
は
。

答　

道
路
構
造
物
が
不
十
分

で
あ
れ
ば
、
町
の
費
用
で
改

修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

私
道
整
備
工
事
助
成
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

町
も
導
入
す
べ
き
で
は
。

答　

私
道
で
も
半
公
共
的
な

道
路
は
、
舗
装
面
積
１
㎡
当

た
り
、
１
５
０
０
円
の
受
益

者
負
担
で
、
舗
装
工
事
を
行

う
制
度
が
あ
る
。

問　

町
は
、
側
溝
工
事
が
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
。
対
象

と
す
べ
き
で
は
。

答　

他
の
自
治
体
の
助
成
状

況
な
ど
を
研
究
し
た
い
。


